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例　　　言

１．本書は，平成 29 年４月１日から平成 30 年３月 20 日まで実施した鹿児島県指宿市に所在する大園原

　　遺跡等の確認調査報告書である。

２．発掘調査は，指宿市教育委員会で実施した。調査は松﨑大嗣が主に担当した。

    　　　調査組織は以下のとおりである。

　　　　発掘調査主体　　　　指宿市教育委員会

　　　　発掘調査責任者　　　指宿市教育委員会　　　教育長　　　　　　　西森　廣幸

　　　　発掘調査担当組織員　指宿市教育委員会　　　教育部長　　　　　　長山　君代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会教育課長　　　　中摩　浩太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主幹兼管理係長　　　迫田　優子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理担当主幹　　　　湯口　亮一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主幹兼社会教育係長　鴨﨑　一郎　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化担当主幹　　　　鎌田　洋昭　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主幹文化係長　　　　上薗　浩司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化係主事　　　　　廣田　さおり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化係技師　　　　　西牟田　瑛子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化係技師　　　　　松﨑　大嗣　

　　　　整理作業員　　　清　秀子，竹下珠代，鎌田真由美，境　由希

３．本書の編集，図面作成，写真撮影は，西牟田瑛子・鎌田洋昭・松﨑大嗣が行った。

４．調査，及び報告書作成に要した経費のうち，50％は国，3.3％は県からの補助を得た。

５．図中に用いられている座標値は，国土座標系第Ⅱ系に準ずる。

６．遺物観察表，遺物実測図，遺構図の表記凡例は，『橋牟礼川遺跡Ⅲ』（1992，指宿市教育委員会）と『水

　　迫遺跡Ⅰ』（2000，指宿市教育委員会）に準ずる．観察表の特殊な表記については下記のとおりである。

　　土器の混和材【カ：角閃石，セ：石英，ウ：雲母，金：金雲母，白：白色粒，黒：黒色粒，赤：赤色粒】

　　土器部位・法量【口：口縁部，口縁部径，肩：肩部，肩部最大径，胴：胴部，胴部最大径，底：底部，底部径】

　　調整【内：内面，外：外面，口唇：口唇部，突：突帯部，底：底面，脚内：脚台内面，脚端：脚台接地面】

　　色調【内：内面，外：外面，肉：器肉】※遺物のマンセル値は，土色計 SCR-1 を使用し測色した。

７．発掘調査で得た全ての成果については，指宿市考古博物館時遊館ＣＯＣＣＯはしむれで保管し，活用

　　する。

第１章　大園原遺跡

第１節　遺跡の位置と環境，調査履歴（第 1 図）
　大園原遺跡は，指宿市西方大園原一帯に広がる縄文時代後期，弥生時代後期を主体とする遺跡である。
遺跡は海抜 25m 前後の台地上に位置する。平成４年，宅地造成に伴い地下げが行われた私有地内から，建物
を線刻した縄文時代後期の土器片が発見され一躍知られることとなった。また，平成 21 年，北指宿中学
校の体育館新設工事に伴い建設候補地において実施された確認調査では，畝頭と畝間溝と見られる奈良～
平安時代の包含層の堆積状況が確認されている。

（文献）

　指宿市教育委員会 2010『敷領遺跡・大園原遺跡・山王遺跡・森山遺跡』指宿市埋蔵文化財発掘調査報告書第 47 集

第２節　確認調査に至る経緯
　平成 28 年度，周知の埋蔵文化財包蔵地「大園原遺跡」地内において，国土交通省九州地方整備局鹿児
島国土事務所による国道 226 号線大園原交差点改良事業が計画された。それに伴い，指宿市建設部により
国道交差点に据付ける市道部分の新設工事が実施されることとなった。平成 29 年度，敷地内の遺跡の有
無を確認するために，国道部分については鹿児島県教育庁文化財課，市道部分については指宿市教育委員
会が，事前に確認調査を実施することとした。調査期間は平成 29 年８月 10 日の１日間である。

第３節　調査の結果（第２図・第３図）
　敷地内において１箇所のトレンチを設定し，現地表から 150cm の深さまで掘り下げ調査を行ったところ，
開聞岳および池田湖に由来する火山性噴出物を確認することができた。確認された層位について述べる。
　Ⅰ層は表土である。Ⅱ層は黒色土層である。Ⅲ層は黄コラ火山灰層ブロック混じりで，10～15cm 前後の
堆積がある。黄コラ火山灰層は開聞岳を起源とし，縄文時代後期，約 4,400 年前の噴火に伴う降下火山灰
層であり（成尾 2016 ），大隅半島錦江町田代・南大隅町根占でも３～８cm の厚さで堆積しているとされる。
Ⅳ層は黒色土層である。粘性のない上位の土壌と粘性の強い下位の土壌に細分できる。Ⅴ層は池田カルデラ
火山性噴出物堆積層（ 約 5,700 年前の池田湖火山灰層 ）である。上位の池田カルデラ火山性噴出物混じり
の黒色層をⅤb 層として細分した。
　遺構・遺物は確認されなかった。なお，鹿児島県教育庁文化財課が確認調査を実施した国道部分のトレ
ンチについても同様の層序が確認でき，遺構・遺物は確認されなかった。

【文献】

成尾英仁 2016「橋牟礼川遺跡における開聞岳噴出物について」『橋牟礼川遺跡総括報告書』指宿市埋蔵文化財発掘調
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第１章　大園原遺跡

第１節　遺跡の位置と環境，調査履歴（第 1 図）
　大園原遺跡は，指宿市西方大園原一帯に広がる縄文時代後期，弥生時代後期を主体とする遺跡である。
遺跡は海抜 25m 前後の台地上に位置する。平成４年，宅地造成に伴い地下げが行われた私有地内から，建物
を線刻した縄文時代後期の土器片が発見され一躍知られることとなった。また，平成 21 年，北指宿中学
校の体育館新設工事に伴い建設候補地において実施された確認調査では，畝頭と畝間溝と見られる奈良～
平安時代の包含層の堆積状況が確認されている。

（文献）

　指宿市教育委員会 2010『敷領遺跡・大園原遺跡・山王遺跡・森山遺跡』指宿市埋蔵文化財発掘調査報告書第 47 集
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無を確認するために，国道部分については鹿児島県教育庁文化財課，市道部分については指宿市教育委員
会が，事前に確認調査を実施することとした。調査期間は平成 29 年８月 10 日の１日間である。

第３図　大園原遺跡トレンチ南壁層位断面図 (S=1/20)
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開聞岳および池田湖に由来する火山性噴出物を確認することができた。確認された層位について述べる。
　Ⅰ層は表土である。Ⅱ層は黒色土層である。Ⅲ層は黄コラ火山灰層ブロック混じりで，10～15cm 前後の
堆積がある。黄コラ火山灰層は開聞岳を起源とし，縄文時代後期，約 4,400 年前の噴火に伴う降下火山灰
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Ⅳ層は黒色土層である。粘性のない上位の土壌と粘性の強い下位の土壌に細分できる。Ⅴ層は池田カルデラ
火山性噴出物堆積層（ 約 5,700 年前の池田湖火山灰層 ）である。上位の池田カルデラ火山性噴出物混じり
の黒色層をⅤb 層として細分した。
　遺構・遺物は確認されなかった。なお，鹿児島県教育庁文化財課が確認調査を実施した国道部分のトレ
ンチについても同様の層序が確認でき，遺構・遺物は確認されなかった。
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【層序】

　Ⅰ層　　表土層
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　Ⅲ層　　黄コラ火山灰層（ 縄文時代後期の開聞岳火山灰層 ）ブロック混じり　10YR7/6　明黄褐

　Ⅳa 層　 黒色層　締まり有り　粘性無し　7.5YR2/1　黒

　Ⅳb 層　黒色層　締まり有り　粘性強い　7.5YR2/1　黒
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第 6 図 曲輪 3・曲輪 8 測量図 (S=1/400)
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第 7図　曲輪 3・曲輪 8測量図　(S=1/600)
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松尾城跡図版 (1)

１　曲輪 3平坦面 ２　曲輪 3平坦面と土塁

３　曲輪３土塁 ４　曲輪３西壁①

５　曲輪３西壁② ６　曲輪３西壁③
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松尾城跡図版 (2)

７　曲輪３西壁と空堀 ８　空堀と曲輪８東壁

９　曲輪８東側斜面 10　空堀から曲輪３を望む

11　曲輪 3・8位置 12　三木靖名誉教授による現地指導状況
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第８図　平成 29年度確認調査・工事立会地点

第３章　その他市内遺跡
　市内にはおよそ 120 か所の周知の遺跡地がある。平成 30 年１月末現在で 19 件の 93 条届出がなされ，１件につい

て確認調査を，平成 28 年度受付分を含め 18 件について工事立会を実施した。また，13 件の公共事業の計画があっ

たため，11 件について確認調査および工事立会を実施した。

第 1表　平成 29年度確認調査・工事立会対応一覧
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※アミカケ (No.1，No.26) は本報告書に掲載した調査を示す。
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第１節　大園原遺跡
【工事立会調査の経緯と概要】
　平成 28 年度に届出のあった大園原遺跡地内での個人住宅建設に伴い，平成 29 年７月 25 日，浄化槽設
置時に工事立会を行った（ 第１表１）。
　当日指宿市教育委員会が施工業者から連絡を受け，現地に到着した時点で，すでに重機による掘削が完
了してしまっている状況であった。地層断面の観察からは，地表面から約 170cm の深さで，池田カルデ
ラ火山性噴出物（ 約 5,700 年前の池田湖火山灰層および火砕流堆積物）の上面が検出されており，その上
位には遺物を包含する黒色土層が堆積している状況が確認できた。そこで廃土中から可能な限り遺物を採
集したところ，縄文時代後期を中心とする土器片や礫が採集された。今回，採集された遺物のうち土器 22
点を図化し報告するものである。

第９図　大園原遺跡工事立会地点位置図

工事立会地点

大当

西方

湊 川
湊
川
橋

湊川団地

県営大園原団地

第二大園原市営住宅

大当公民館
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大園原遺跡工事立会図版

１　調査地点 ２　調査区全景

３　調査区東壁 (1)

３　調査区東壁 (2)
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　【採集遺物】
   １～22 は縄文時代後期に位置づけられる土器である。
　１は深鉢形土器（以下「深鉢」とする）の口縁部である。外面口唇部下に凹線文を施す。阿高式系土器
かと考えられる。
　２は深鉢の口縁部である。口唇部はナデ調整により平らに仕上げ，口唇部直下にヘラ状工具による連点
文を施す。口縁外面には横位の浅い平行沈線文を４条施す。岩崎式系土器かと考えられる。
　３～11 は指宿式土器に位置づけられる土器である。
　３は深鉢の口縁部～頸部である。波状口縁であり，波頂部の口唇部に刻みを施す。口縁部はやや肥厚さ
せる。破片資料であるためモチーフは不明であるが，二平行沈線文による文様を施す。内面はナデ調整
およびケズリ，外面はナデ調整である。
　４は深鉢の口縁部である。口縁部は外反する形態を呈し，外面には浅い沈線文を施す。
　５は深鉢の口縁部である。口唇部上面に豆状の列点文を施す。口縁部外面には横位の沈線文を施す。
　６・７は深鉢の胴部である。破片資料であるため文様モチーフの全体形は不明であるが，二平行沈線に
よる平行入組文を施すものと考えられる。
　８・９は深鉢の胴部である。破片資料であるため文様モチーフの全体形は不明であるが，二平行沈線に
よる曲線文を施すものと考えられる。
　10・11 は深鉢の胴部である。いずれも外面には沈線文を施し，11 は外面に貝殻条痕を施す。
　なお，指宿市で出土する指宿式土器の特徴として色調がある。黒川忠広氏は，指宿市の温泉変質粘土を
用いたことで桃色等に発色したものを「指宿焼成色」と表現している（黒川 2005）。今回採集された土器
のうち，指宿焼成色のものは No.10 の１点であった。　
　12～17 は市来式土器に位置づけられる土器である。
　12～15 は深鉢の口縁部である。口縁部は断面三角形状に肥厚させる形態を呈し，外形は「く」の字状
に屈曲する。
　12 は口縁端部を丸くおさめる。口縁部文様帯に２条の平行する凹線を施し，その上下に二枚貝の貝殻腹
縁部による連続刺突文を施す。
　13 は口縁部文様帯に S 字状の凹線による入組文を施す。
　14 は口縁部文様帯に斜位の貝殻腹縁部による連続刺突文を施す。調整は，内面はケズリ，外面は貝殻条
痕である。
　15 は口縁部文様帯と頸部に貝殻腹縁もしくはヘラ状工具による爪形連続刺突文を施す。
　16・17 は頸部である。16 は頸部が外反し口縁部に向かって肥厚する。16 の外面には平行する横位の
凹線文が５条，17 には４条確認できる。
　なお，市来式土器の胎土の特徴として，混和材に金雲母を含むものが多いことが挙げられるが，今回採
集された市来式土器全てが該当した。
　18 は無文土器の深鉢形土器の口縁部～胴部である。胴部から口縁部にかけて直立する器形を呈し，口縁
端部は丸くおさめ，内面はケズリ調整により段がつく。どの型式に属するものか判断が難しいが，縄文時
代後期に位置づけられるものと考えられる。
　19～22 は深鉢形土器の底部である。19 は，調整は内外面とも貝殻条痕のちナデである。網代底である。
20は内外面ともナデ調整である。網代底である。21は底部から胴部下半へかけて外へ強く開く器形を呈し，
やや上げ底となる。

【文献】黒川忠弘 2005「指宿式土器の色調から見た交流の断片」『縄文の森から』第３号
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第 10 図　大園原遺跡採集遺物（1） （S=1/2）
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第 11図　大園原遺跡採集遺物（2）（S=1/2）
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第 12 図　大園原遺跡採集遺物（3） （S=1/2）
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第 13図　大園原遺跡採集遺物（4）（S=1/2）
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第２表　大園原遺跡採集遺物観察表 (1)
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第３表　大園原遺跡採集遺物観察表 (2)
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図版　大園原遺跡工事立会遺物写真
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